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でした．その後，Post　Doc．でも，GFDLへ行き，Dr．

Manabeのところに居ました．私の人生では，大事な時

に，日本人に，非常に，世話になるということが起ぎて

います．そのあと，1977年に，MITの魚cultyになり

ました．やがて，1979年に，GLASに移り，そして，

1983年に，COLAが出来たので，Maryland大学に移

って来ました．

問：どんなことに興味がありますか？

一現実の気候の予報測に興味があります．一ヵ月から

季節予報，モソスーソの予報や，coupled　systemの予

測可能性に興味があります．

問：今は，何をすべきだと思いますか？

一もっとモデルを良くすること（couple　modelを含

めて）が急務だと思います．気象学の研究には，良いデ

ータと良いモデルが不可欠ですが，現在のモデルはそれ

にみあうだけの充分な能力を持っているとは思われませ

ん．10年位努力して，realisticなsimulationが出来る

ようになったら，それを使って研究をすれば良いでしょ

う．

問：今後，どの様なところを強化してゆくべきだと思っ

ていますか？

一もう少し，数学や物理学との接触を強める必要があ

ると思います．例えば，非線形波動など，その分野で発

展した成果をもっと取り込んでゆく必要があるのではな

いかと感じています．

問：若い人達に・一言．

一最近，アメリカでは，若い人達を科学にむかわせる

ことがむつかしくなっています．しかし，気象学は，科

学的に見て興味ある問題であると同時に，社会的に見て

も非常に重要であるという独特の性格を持っています．

非常にやりがいのある仕事であると思います．

r貧しきインドの寒村に生まれ，花のMITへのし上が

ってゆくsuccess　story，段誉褒疑は世の習いとて，いろ

いろという人は多かれど，男Shuklaよどこへ行く」と

いう感じにさせるinterviewでした．不断は非常に「強

い」Shuklaですが，合い間合い間に，かつての「必死

に勉強していた頃の青年Shukla」の面かげがうかがわ

れて，なかなかと興味深いものでした．今後の活躍を期

待したいものです．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住　明正）
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